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　大豆タンパク質には，多様な生理機能が報告されて　　　ブユニットから派生するペンタペプチドが，高コレス

いる．中でも，血清コレステロール濃度低下作用，心　　　テロール食投与マウスにおいてコレステロール上昇抑

臓病予防および癌予防などが最も注目される作用であ　　　制作用を示すことを見出している（竹中ら，2000）．

り，その他に降圧作用，肥満および骨革巻症の予防作　　　また，大豆タンパク質由来ペプチドにはアンギオテン

用，抗酸化作用などの効能が認められている（菅野，　　　シン1変換酵素（ACE）の活性を阻害するものが多数

1987；山本・井上，1991）．また，大豆タンパク質に　　　報告されており，高血圧症患者の有効な治療薬として

よる血清コレステロール濃度低下作用はその酵素分解　　　も期待が持たれている（河村，1997）．免疫機能への

物である大豆ペプチドにも存在することが確認されて　　　影響として，in　vitroの系において，大豆タンパク質

おり，Yashiroらは分離大豆タンパク質のペプシン　　　の60％エタノール抽出液によりマウス脾臓リンパ球の

分解産物中の高分子画分が非分解タンパク質より強い　　　抗体生産性が増強されることが報告されている（山田

効果を示すことを明らかにした（Yashiro　etα1．，　　ら，1999）．さらに，大豆ペプチド（ハイニュートーD1

1985）．一方，Suganoらは分離大豆タンパク質を微　　　および一S）によりラット腹腔滲出細胞のケミカルメディ

生物プロテアーゼで処理した難消化性七分に血清コレ　　　エーターの一種であるロイコトリエンB4（LTB4）放
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出能が抑制され，LTB4誘導性の抗アレルギー作用を　　　動脈採血にて屠殺し，ただちに肝臓，睾丸および腎周

改善することが期待されている（山田，1998）．しか　　　辺脂肪組織心臓，腎臓肺および脾臓を摘出しこれ

しながら，これら種々の生理機能の発現が真に大豆タ　　　らの臓器重量を測定した．この実験は，実験動物の飼

ンパク質や大豆ペプチドに由来するのか，それとも共　　　育および保管等に関する基準（昭和55年総理府告示第

存する他の成分に由来するのかは未だ不明な点が多い．　　6号）を遵守して行われ，九州大学生物環境調節セン

　そこで，本研究では大豆ホモジェネートおよび種々　　　ター（Biotron　Institute）の動物環境調節実験室に

のプロテアーゼで処理した酵素処理大豆ホモジェネー　　　おいて気温20±1℃，相対湿度60±5％，12時間光照

トおよびその水溶性面分（大豆エキス）をラットに摂　　．射（8：00～20：00，白熱蛍光灯）の環境下で飼育を行っ

食させ，脂質代謝および免疫機能に及ぼす影響につい　　　た．

て検討した．

　　　　　　　材料および方法　　脳髄瀦高騰1（＿），

　1．実験材料　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　high－density　lipoprotein－cholesterol（HDL－Cho1），

　大豆ホモジェネート，酵素処理大豆ホモジェネート　　　phospholipids　（PL），　triglycerides　（TG），

およびその水溶性三分（エキス）は，（株）エフ・シー　　　thiobarbituric　　acid－reactive　　substances

シー堀内（久留米）より，高リノール油は，（株）リ　　（TBARS），　non－esterified　free　fatty　acids

ノール油脂（名古屋）より供給されたものを用いた．　　　（NEFA）レベルの測定は，それぞれ市販の測定キッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト（和光純薬，大阪）を用いて行った．

　2．実験動物および飼育条件

　実験：動物には4週齢のSprague－Dawley系雄ラッ　　　　4．肝機能検定

ト（セアック吉富，福岡）を用いた．1週間の予備飼　　ラット血清中のglutamic－oxaloacetic

寒期4群に分け（馬櫛5匹），対照群にはAIN－93G　　　transaminase（GOT）およびglutamic－pyruvic

準拠食（Reeves　etα1．，1993）を，試験食群では，対　　　transaminase（GPT）活性の測定はそれぞれ市販

上食に大豆ホモジェネート，酵素処理大豆ホモジェネー　　　の測定キット（和光純薬，大阪）を用いて行った．

トおよびその水溶性画分（エキス）を四聖3％となる

ように添加した食餌を3週間自由摂食させた．このと　　　　5．リンパ球の分離・培養および抗体の定量

きの食餌組成をTable　1に示した．飼育終了後，大　　　　脾臓および腸間膜リンパ節（MLN）リンパ球の調

　Table　1．　Composition　of　experimental　diets　（g）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Control　Soybean　Enzyme　Extract

　　Casein　200．00　200．00　200．00　200．00
　　Sucrose　100．00　100．00　100．00　100．00
　　Corn　starch　367．48　367．48　367．48　367．48
　　a－Corn　starch　132．00　132．00　132．00　132．00
　　Cellulose　50．00　50．00　50．00　50．00
　　AIN－93　Vitamin　mix　10．00　10．00　IO．OO　10．00
　　AIN－93　Mineral　mix　35．00　35．00　35．00　35．00
　　L－Cystine　3．00　3．00　3．00　3．00
　　Choline　bitartrate　2．50　2．50　2．50　2．50
　　tert－Butyl　hydroquinone　O．02　O．02　O．02　O．02
　　Safflower　oil　100．00　100．00　100．00　100．00
　　Soybean　homogenate　（30／o）　30．00
　　Enzyme　digested　soybean　homogenate　（30／o）　30．00

　　Soybean　extract　（30／o）　30．00
　　Total　looo．oo　lo30．oo　lo30．oo　lo30．oo
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製はLimらの方法（Lim　etα1．，1994）に従った．　　測定した．　PCOOHレベルの測定は，化学発光

リンパ球は10％ウシ胎児血清（FBS）添加RPMI　　HPLC法を用いて行った．

1640培地中で24時間培養し，その培養上清を回収した．

血清および培養上清中のimmunoglobulin・（Ig）濃　　　　8．組織リン脂質脂肪酸組成の測定

度は酵素抗体法を用いて測定した．　　　　　　　　　　　肝臓および血清のリン脂質はFolchらの方法（Folch

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　etα1．，1957）に従い抽出し，薄層クロマトグラフィー

　6．ナチュラルキラー（NK：）活性の測定．　　　　　法によりPhosphatidylcholine　（PC）　および

　脾臓および腸間膜リンパ節（MLN）リンパ球を調　　　Phosphatidylethanolamine（PE）十分を得た．

製し，標的細胞としてヒトリンパ芽球細胞株K562を　　　これらのリン脂質画分の脂肪酸組成は池田らの方法

用いた．各種リンパ球共存下でK562細胞を24時間培　　　（lkeda　etα1．，1989）に従い測定した．脂肪酸組成

養し，その後培養上清を回収した．上清申に遊離した　　　の分析にはガスクロ・マトグラフ（GC）法を用いた．

標的細胞由来の乳酸脱水素酵素（LDH）量を測定す

ることにより細胞の障害の程度を示した．各種リンパ　　　　9．統計処理

球のNK活性は微量毒性試験用試薬キットMTX　　　実験結果の統計処理はStudentのt検定を用い有意
“LDH”（極東製薬，．東京）を用いて行い，　NK活性1　　差回走を行った．

はJefferyらの方法に従い算出した（Jeffery　etα1．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　結果および考察
1997）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）ラットの成長に及ぼす影響

　7．リン脂質過酸化物レベルの測定　　　　　　　　　　　Table　2－1にラットの成長に及ぼす大豆抽出物の影

　血清および肝臓のphosphatidylcholine　　響を示した．摂食量，摂食効率には大豆ホモジェネー

hydroperoxide　（PCOOH）　レベルおよび　　　トおよびその分解産物の影響は認められなかった．体

phosphatidylcholine（PC）レベルはMiyazawa　　重増加量は，．角蝉処理大豆ホモジェネート摂食群で対

らの方法（Miyazawa　etα1．，1989，1992）に従い　　　早撮よりも高い値を示したが，有意差を与えるには至

Table　2－1．　Effects　of　soybean　products　feeding　on　growth　parameter　of　Sprague－Dawley　Rats．

　　　　　　　　　　　　1職認W・ight　g・i・（9）F瑠8鈴ke（『麟1’1黙）

　　　Control　’　150．8±7．3　’　　149．0±14．3　21．5±1．O　O．35±O．02
　　　Soybean　150．8±9．7　156．4±9．7　22．5±1．2　O．35±O．02
　　　Enzyme　150．8±9．7　163．8±19．9　22．6±1．7　O．36＋一〇．02
　　　Extract　150．6±10．4　157．5±21．9　22．6±2．4　O．35±O．02

Data　are　means±SD　for　4　or　5　rats　in　each　group．

Table　2－2．　Effects　of　soybean　products　feeding　on　tissue　wei’ №?ｔ　per　body　weight　of　Sprague－

　　　　　　　Dawley　Rats．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tissue　weight　（g／100g　body　weight）

　　　　　　　　　　Liver　Ren．　adi．　Epi．　adi．　Heart　Kidney　Lung　Spleen

　Control　4．3±O．5　1．3±O．4　1．0±O．1　O．4±O．O　O．9±O．1　O．5±O．O　O．2±O．O

　Soybean　4．3±O．7　1．8±O．3　1．1±O．1　O．4±O．O　O．8±O．O　O．5±O．O　O．3±O．O
　Enzyme　4．1±O．3　O．9±O．4＊　1．3±O．2’　O．4±O．O　O．8±O．1　O．5±O．O　O．3±O．O

　Extract　4．5±1．5　1．9±O．5　1．1±O．2　O．4±O．O　O．9±O．1　O．5±O．O　O．2±O．O

Data　are　means±SD　for　4　or　5　rats　in　each　group．　Data　containing　asterisk　marks　are　signifi－

cantly　different　from　the　values　in　control　group　at　p〈O．05．

Ren．　adi．：　Renal　adipose，　Epi．　Adi．：　epididymal　adipose．
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らなかった．　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　ネート摂食群でGOT活性およびGPT活性が低い値

　Table　2－2に，屠殺時のラットの各種臓器重量を示　　　を示し，　GOT活性では有意差を与えた．また，肝臓

した．酵素処理大豆ホモジェネート摂食群で腎周辺脂　　　におけるアルブミン合成能の指標としての血清中のア

肪組織および睾丸周辺脂肪組織重量が高い値を示し，　　　ルブミンレベルは，全ての摂食群で有意差は認められ

対照群との問に有意差が認められた．その増加傾向は　　　なかった．以上の結果より，本研究での摂取レベルで

睾丸よりも腎周辺脂肪組織に強く認められた．他の臓　　　は大豆抽出物が肝臓障害を起こさないことが示唆され，

器重量に有意な差は認められなかった．　　　　　　　　酵素処理大豆ホモジェネート摂取ではむしろ肝臓障害

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予防効果が期待された（Table　3）．

　2）ラットの肝機能に及ぼす影響

　肝機能障害の指標酵素である血清中のGOTおよび　　　　3）各種血清脂質に及ぼす影響

GPT活性を測定したところ，酵素処理大豆ホモジェ　　　　大豆ホモジェネート摂食群においてHDL－Cholレ

　　　　　Table　3．　Effects　of　soybean　products　feeding　on　serum　glutamic－oxaloacetic
　　　　　　　　　　　　transaminase　（GOT），　glutamic－pyruvic　transaminase　（GPT）　activity

　　　　　　　　　　　　and　albumin　level　of　Sprague－Dawley　Rats．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Transaminase　activity　（Karmen　unit）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Albumin　（mg／dL）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GOT　GPT

　　　　　　　　Control　24．0±1．8　7．2±2．4　・　3．8±O．2
　　　　　　　　Soybean　22．5±2．2　5．8±2．1　3．8±O．O’
　　　　　　　　Enzyme　18i8±4．3“　4．8±2．5　3．8±O．2
　　　　　　　　Extract　21．2±4．8　8．7±1．6　3．8±O．1
　　　　　Data　are　means±SD　for　4　or　5　rats　in　each　group．　Data　containing　asterisk

　　　　　marks　are　significantly　different　from　the　values　in　control　group　at　p〈O．05．

　　　　　Table　4－1．　Effects　of　soybean　products　feeding　on　serum　cholesterol　levels　of

　　　　　　　　　　　　　Sprague－Dawley　Rats．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Serum　cholesterol　levels　（mg／dL）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Total　Chol．　HDL　Chol．　HDL／Total　Chol．

　　　　　　　　Control　90．6±15．7　19．9±4．9　O．22±O．03
　　　　　　　　Soybean　88．9±12．3　23．7±3．3　O．27±O．03＊
　　　　　　　　Enzyme　94．9±14．6　23．5±3．5　O．25±O．Ol
　　　　　　　　Extract　89．2±14．3　20．6±6．2　O．23±O．04

　　　　　Data　are　means±SD　for　4　or　5　rats　in　each　group．　Data　containing　asterisk

　　　　　marks　are　significantly　different　from　the　values　in　control　group　at　p〈O．05．

　　　　　Table　4－2．　Effects　of　soybean　products　feeding　on　serum　lipids　levels　of

　　　　　　　　　　　　　Sprague－Dawley　Rats．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lipids　content　（mg／dL）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NEFA　（mEq／L）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PL　．TG

　　　　　　　　Control　112．1±25．4　．55．5±20．3　．　0．44±O．15
　　　　　　　　Soybean　124．5±11．7　72．8±15．7　O．37±O．06
　　　　　　　　Enzyme　120．1±21．1　75．7±30．1　O．47±O．05
　　　　　　　　Extract　106．7±28．7　61．7±25．1　O．45±O．06

　　　　　Data　are　means±SD　for　5　rats　in　each　group．
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ベルの上昇傾向が認められ，T－Cholに対するHDL－　　　6）免疫調節機能に及ぼす影響

Cholの割合を検討したところ有意な上昇が認められ　　　　血清中の抗体濃度に及ぼす大豆抽出物の影響を

た．この上昇効果は，酵素処理大豆ホモジェネート摂　　　Table　7－1に示した．血清中のIgG濃度は，大豆ホ

食群および大豆エキス摂食群において消失することよ　　　モジェネート摂食群で最も低い値を示した．一方，血

り，大豆中の高分子成分が影響していることが示唆さ　　　清中のIgAおよびIgM濃度には摂食による有意な差

れた（Table　4－1）．　　　　　　　　　　　　　　　　は認められなかった．

　血清中のPしおよびTGレベルにおいて，大豆ホ　　　脾臓およびMLNリンパ球の抗体産生能に及ぼす

モジェネート摂食群および酵素処理大豆ホモジェネー　　　影響についてTable　7－2に示した．脾臓リンパ球の

ト摂食群において上昇傾向が認められたが有意な変化　　　IgA産生能は大豆ホモジェネート，酵素処理大豆ホ

は認められなかった．NEFAレベルに関してはすべ　　　モジェネート摂食群において高い傾向が認められた．

ての摂食群で有意な変化は認められなかった．　　　　　IgG産生能においては，全ての摂食群において高い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傾向が認められ，中でも大豆ホモジェネート摂食群に

　4）血清および肝臓脂質過酸化レベルに及ぼす影響　　　おいて有意な増強効果が認められた．一方，M：LNリ

　血清および肝臓脂質の過酸化に及ぼす影響を検討す　　　ンパ球の抗体産生能においては，全ての摂食群におい

るため，それぞれにおいてTBARS値および　　　て有意な差は認められなかった．これらの結果より大

PCOOH／PC値を測定した（Table　5）．全ての摂食　　豆ホモジェネート摂食は腸管免疫系よりむしろ全身免

群でTBARS値，　PCOOH／PC値に有意な変化は認　　　疫系を活性化することが示唆された．さらに，　NK活

められなかった．　　　　　　　　　　　　　　　性を検討したところ，酵素処理大豆ホモジェネート摂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　着想において，脾臓およびMLNリンパ球による

　5）肝臓リン脂質の脂肪酸組成に及ぼす影響　　　　　　NK活性を有意に減少する傾向が認められ，大豆ホモ

　肝臓PCおよびPEの脂肪酸組成に及ぼす影響を　　　ジェネート摂食群でも，　M：LNリンパ球におけるNK

Table　6－1および6－2に示した．　PCにおいて，大豆　　　活性の抑制効果を示した．これらの結果より，大豆ホ

ホモジェネート摂食群で，ジホモーγ一リノレン酸　　　モジェネートおよび酵素処理大豆ホモジェネート摂食

（20：3n－6）およびドコサヘキサエン酸（22：6　n－3）　　　による腸管免疫系の抑制効果が示唆された（Table　8）．

の割合が高い値を示す傾向が認められ，PEにおいて　　　　これらの結果より大豆ホモジェネート摂食には，全

は，大豆ホモジェネート摂食群で，アラキドン酸　　　身免疫系に属する脾臓リンパ球のIgG抗体産生能の

（20：4n－6）の割合が低い値を示し，ドコサヘキサエン　　　促進効果およびHDL－Cholの割合を上昇させる機能

酸（22：6n－3）の割合が高い値を示したが，その程度　　　があることが示された．抗体産生の促進は，感染症の

は大きなものではないと考えられ，大豆ホモジェネー　　　予防や免疫機能の低下を伴う種々の疾病の病状改善に

ト摂食は，ラット肝臓の脂肪酸組成に大きな影響を及　　　利用可能であり，HDL－Cholの割合の増加は，冠状

ぼさないことが示唆された．また，酵素処理大豆ホモ　　　動脈硬化性心疾患などの発症を抑制することが期待さ

ジェネート摂食群および大豆エキス群ともに対照群と　　　れる．一方，酵素処理大豆ホモジェネート摂食群にお

の問で有意な差違は認められなかった．　　　　　　　　　いては，GOTおよびGPTレベルが減少することよ

　　　Table　5．　Effects　of　soybean　products　feeding　on　serum　and　liver　lipid　peroxidation　of

　　　　　　　　Sprague－Dawley　Rats．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　TBARS　PCOOH／PC

　　　　　　　　　　　　　　Serum　Liver　Serum　Liver
　　　　　　　　　　　（nmol　MDA／mL）（nmol　MDA／g）　（ptM／mM）　（ptM／mM）

　　　　　Control　　　　　　　　4．2±2．0　　　　　　　15ユ±10．5　　　　　　　0．15±0。03　　　　　　0．08±0．02

　　　　　Soybean　4．0±2．2　12．1±　6．3　O．14±O．05　O．07±O．Ol
　　　　　Enzyme　4．2±2．0　12．0±12．9　O．16±O．Ol　O．08±O．03
　　　　　Extract　　　　　　　3．8±1．6　　　　　　15．6±6．9　　　　　0ユ5±0．04　　　　　0．11±0．05

　　　Data　are　means±SD　for　4　or　5　rats　in　each　group．
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　　　Table　6－1．　Effects　of　soybean　products　feeding　on　fatty　acid　composition　of　liver

　　　　　　　　　　phospholipids　（phosphatidylcholine）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（wt．　O／o）

　　　　　　　　Fatty　acids
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Control　Soybean　Enzyme　Extract

　　　　〈16：0　ND　ND　O．O±O．1　O．1±O．1　　　　16：0　　　　　PA　　　　　　　21．2±2．6　　　19．5±1．4　　　20．4±1．6　　　19．3士2．4

　　　16：1　（n－9）　O．1±O．1　O．1±O．1　O．1±O．1　O．1±O．1
　　　17：0　O．1±O．2　O．2±O．1　O．1±O．1　O．1±O．1
　　　18：0　SA　25．2±1．7　26．0±1．8　25．6±1．3　27．8±2．7
　　　18：1（n－9）　OA　1．6±O．2　1．5±O．2　1．5±O．4　1．6±O．2
　　　18：2（n－6）　LA　9．6±1．7　8．2±1．2　8．2±O．8　10．0±1．4
　　　　18：3（n－6）　一GLA　O．5±1．O　O．O±O．1　ND　ND
　　　20：2　O．2±O．2　O．6±O．1＊＊　O．5±O．3　O．5±O．1＊
　　　20：3（n－6）　DGLA　O．1±O．2　O．4±O．1＊　O．1±O．2　O．O±O．1
　　　20：4’（n－6）　AA　34．9±3．2　34．5±O．9　35．5±1．8　33．7±O．8

　　　24：0　ND　ND　O．O±O．1　O．O±O．1　　　22：6（n－3）　DHA　2．2±O．8　3．2±O．4“　3．1±O．5　’2．6±O．6
　　　0thers　　　’　4．3±1．1　5．6±1．1　4．8±O．1　4．2±L4

　　　Total　n－3　2．2±O．8　3．2±O．4＊　3．1±O．5　2．6±O．6
　　　Total　n－6　．　45．2±3．6　43．3±1．1　43．8±1．2　43．7±1．7
　　　Total　n－9　1．7±O．2　1．6±O．2　1．6±O．3　1．7±O．3
　　　　A6　index

　　　　（GLA十DGLA十AA）／LA　3．8±O．9　4．3±O．7　4．4±O．7　3．4±O．4

　　　Date　are　means±SD　（n＝5）．　Data　containing　asterisk　marks　（“，　“’）　are　signifi－

　　　cantly　different　from　the　values　in　control　group　at　p〈O．05　and　p〈O．Ol，　respectively．

　　　Table　6－2．　Effeets　of　soybean　products　feeding　on　fatty　acid　composition　of　liver

　　　　　　　　　　phospholipids　（phosphatidylethanolamine）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Wt．　O／o）

　　　　　　　　Fatty　acids
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Control　Soybean　Enzyme　Extract

　　　　〈16：0　ND　ND　ND　ND　　　　16：0　PA　17．7±2．6　17．5±1．2　18．5±1．6　18．3±2．8

　　　　16：1　（n－9）　ND　ND　ND　ND
　　　　17：0　ND　ND　ND　ND　　　18：0　SA　29．3±1．6　30．6±1．1　30．9±2．5　27．9±3．5
　　　　18：1（n－9）　OA　1．3±O．8　1．5±O．2　1．2±O．9　1．2±O．7
　　　　18：2（n－6）　LA　3．2±1．4　2．5±O．9　2．5±O．7　5．2±1．8

　　　　18：3，（n－6）　　GLA．　ND　ND　ND　ND

　　　20：2　ND　ND　ND　ND　　　20：3（n－6）　DGLA　ND　ND　ND　ND　　　　20：4（n－6）　AA　34．1±1．9　31．5±O．4＊　31．2±2．8　33．5±2．0

　　　　24：0　ND　O．1±O．3　O．1±O．3　O．2±O．3
　　　　22：6（n－3）　DHA　7．1±O．9　8．8±1．2＊　8．4±1．5　8．1±1．8

　　　　0thers　7．5±3．6　7．5±1．4　7．2±2．7　5．7±2．2
　　　　Total　n－3　7．1±O．9　8．8±1．2“　8．4±1．5　8．1±1．8
　　　　Total　n－6　37．3±3．0　34．0±1．0＊　33．7±2．4　38．7±2．2
　　　　Total　n－9　・　1．3±O．8　1．5±O．2　L2±O．9　1．2±O．7
　　　　A6　index

　　　　（GLA十DGLA十AA）／LA　12．5±5．5　13．9±4．5　13．6±5．8　7．3±3．O

　　　Date　are　means±SD　（n　＝5）．　Data　containing　asterisk　marks　are　significantly　differ－

　　　ent　from　the　values　in　control　group　at　p〈O．05．
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　　　Table　7－1．　Effects　of　soybean　products　feeding　on　serum　immunoglobulin　levels　of

　　　　　　　　　　　Sprague－Dawley　Rats．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IgA（ug／mL）　lgG（mg／mL）　lgM（gg／mL）

　　　　　　　Control　198±42　4．9±2．3　484±　71
　　　　　　　Soybean　178±18　2．1±1．0＊　538±111
　　　　　　　Enzyme　193±51　5．3±2．7　464±　95
　　　　　　　Extract　196±33　5．5±3．6　545±105
　　　Data　are　means±SD　for　4　or　5　rats　in　each　group．　Data　containing　asterisk　marks

　　　are　significantly　different　from　the　values　in　control　group　at　p〈O．05．

　　　Table　7－2．　Effects　of　soybean　products　feeding　on　immunoglobulin　productivity　by

　　　　　　　　　　　spleen　and　mesenteric　lymph　node　lymphocytes　of　Sprague－Dawley　Rats．

　　　　　　　Spleen　lgA（ng／mL）　lgG（ng／mL）　lgM（ng／mL）

　　　　　　　Control　4．4±2．3　38．3±　6．7　196±50
　　　　　　　Soybean　6．6±4．3　55．5±13．3’　225±74
　　　　　　　Enzyme　’　6．2±3．0　51．7±13．8　227±22
　　　　　　　Extract　4．5±4．5　57．9±37．6　180±51
　　　　　　　MLN

　　　　　　　Control　13．1±10．3　27．7±14．4　IO．O±2．2
　　　　　　　Soybean　14．7±11．7　29．0±22．1　10．2±5．2
　　　　　　　Enzyme　10．6±　4．4　25．1±　8．0　10．6±2．1
　　　　　　　Extract　9．7±　5．0　28．0±19．5　9．6±4．2
　　　Data　are　means±SD，for　3　or　5　rats　in　each　group．　Data　containing　asterisk　marks

　　　are　significantly　different　from　the　values　in　control　group　at　p〈O．05．

Table　8．　Effects　of　soybean　products　feed一　　　ドの調製において用いる酵素の種類，精製法の如何に

　　　　　　　ing　on　NK：activity　by　spleen　and　　　よっては様々なペプチドサンプルができることより，

　　　　　　　mesenteric　lymph　node　lympho一　　　さらに新規の生理機能が付加される可能1生が示唆され，

　　　　　　　cytes　of　Sprague－Dawley　Rats．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらなる研究が望まれる．

　　　　　　　　　　　Spleen（O／o）　MLN（O／o）

ξ3温鑑1：ll鑑1：1＊＊　　　要　　約
　Enzyme　　　23・3±3・3＊＊　11・8±2・6＊＊　　　　　大豆抽出物の脂質代謝および免疫機能を明らかにす

Ext「act @28・7±13・2．17・6±7・9　　るために，それらのサンプルを食餌聾に対し3％レ

Data　are　means±SD　for　3　to　5　rats　in　each　　　ベルでSprague－Dawley系ラットに摂食させた．そ

group・Data　containing　asterisk　marks．（＊・　　　の結果　大豆ホモジェネ＿ト摂食群において　全身免

1識翻1’織譲糖IJ「£牒。1＆i：丁丁にllす獺1ルパ球のlgG抗体畿の増強

respectively．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　効果および血清中のT－Cholに対するHDL－Cholの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　割合の上昇が認められた．これにより，大豆ホモジェ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネート摂食による抗体産生促進作用は宿主免疫の活性

り肝機能障害予防効果が期待できる．　　　　　　　　　　化に有用である可能性が期待された．一方，酵素処理

　今後の課題として，酵素処理大豆ホモジェネートの　　　大豆ホモジェネート摂食により，GOTおよびGPT

分離精製を行い，どの分解物が生理機能を有している　　　活性が減少することより肝機能障害予防効果が期待さ

のかを解明していくことが必要である．また，ペプチ　　　れた．本研究により，大豆ホモジェネートおよび大豆
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